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1. eWINGとは？ 

データベースの内容をブラウザに表示させるＷＥＢアプリケーション作成のためのソフト

です。eWING は開発 Tool としての DeveloperStudio と eWING 本体から構成されます。 

レポート（Form）を短時間・低コストで作成でき、簡単に参照系の WEB アプリケーション

が構築できます。 

 

1.1. 製品概要 

業務システムの WEB アプリケーションは Java フレームワーク(Struts や JSF)を利用し、開

発コストの低減や開発工数の短期化を図られていると思います。 

eWINGはさらに一歩進めて、ノンプログラミングWEBアプリケーションを実現したものです。 

eWINGはJDBCドライバーが提供されて

いる RDBMS からデータ検索を行い、デ

ータを WEB ブラウザに表示をする WEB

アプリケーションです。検索したデー

タをダウンロード(CSV、Excel、PDF)

して、２次利用も容易にできるように

なっています。 

 

また、メニューの日本語・英語の切り

替えが可能です(eWING コア部分は

Resource ファイルにより実現してい

ますが、表示する個々の内容に関して

はお客様自身での設定となります)。 
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1.2. 機能仕様 

オブジェクト指向を忠実に守り、機能のコンポーネント化を計っている。 

 

機能名 仕様または制限 

eWing 設定 DB 
開発ツール（eWing DeveloperStudio）より eWing の設定を行う。

Version2.0 の新規機能 

ユーザ管理 

ユーザごとに権限レベルを設定できる。 

① UserGroup と AccessLevel でセキュリティの設定 

② Admin 権限と開発者権限 

ユーザ認証 

ユーザ認証は 

① eWing 設定 DB を使用 

② ユーザの Database を使用 

③ eWingUser.xml ファイルに記述 

上記の中から選択できる。 

ターゲット DB 
JDBC ドライバーが提供されている RDBMS であれば eWING で検索が

できる 

SQL／Procedure の 

実行 

静的なSQLと検索条件で入力された値より動的にSQLを生成し実行

する。Version2.0 よりストアドプロシージャをサポートしている。

制限事項として、Date 型のフィールドは SQL で文字列型に変換す

る必要がある。 

Version2.4 より上記制限を削除。（Version2.4 の追加機能を参照）

多言語対応 

日本語・英語に対応している 

但し、データベースの内容が日本語の場合に英語モードでログイン

をしても、内容は日本語のままとなる 
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入力値のチェック 入力値のチェック(Validation)として必須・数値・日付がある 

ソート機能 

並び替えの項目名を入力し、昇順・降順に並び替えを指定できる 

ソート条件を入力できる個数は Developerr Studio で設定する 

１項目での昇順・降順並び替えは各項目に付随した小さなボタンで

行える。 

フィルター機能 
フィルター条件を入力し、データの絞込みができる 

フィルター条件を入力できる個数は Developerr Studio で設定する

表示・非表示機能 
必要に応じて、表示している項目を非表示にすることができる 

但し、最低でも１項目は表示していなければならない 

集計機能 DB の数値項目に対して、最終行に合計（sum）の出力を指定できる

ダウンロード 
出力した表を、タブ区切り、カンマ区切りの TEXT、XML、PDF、Excel

形式でダウンロードすることができる 

独自フォーマット 

・スタイルシートを作成することにより、独自のレイアウトで画面

に出力することができる 

・Jasper Report を作成することにより、独自のレイアウトで PDF

に保存することができる 

・ Excel テンプレートを作成することにより、独自のレイアウトで

Excel に保存することができる 

・ Version2.2 より Excel テンプレートで独自フォーマット画面を

作成できる。 
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1.2.1. Version2.0 の追加機能 

 

追加機能 

１．XML での Config 設定からＵＩ(DeveloperStudio)に変更。 

① 検索レコード制限 

② 禁則文字の制御 

２．Login 画面に掲示板を追加。 

お客様が任意に notice.html を作成し、Login 画面に IFRAME で表示する。 

    ⇒ レポートの改修案内を通知する事を考えている。 

 

 

３．アクセスログをデータベースに取得 

  このデータを基にアクセスログ照会を実装している。 

４．Admin 権限を持ったユーザに『AdminMenu』を表示。 

 

① アクセスログの照会（ユーザランキング・レポートランキング・日々利用状況） 

② 現在 Login している User（Active Session）の照会 

③ eWing 設定を置き換える機能 

   Ver1.0 では Tomcat の再起動が必要であったが、Ver2.0 から AdminMenu での置換を

   可能にした。 

５．ユーザ認証をお客様のデータベースで実現する機能 

６．検索パラメータに『選択必須』を実装 

  複数パラメータの内、最低１個は入力必須をチェックする機能。 
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７． Criteria の Class として、FieldSet と FieldSetEnd を追加。 

  検索パラメータをグループ化する場合に使用する。（枠を表示） 

８．セキュリティ機能の強化とシンプル化。（Security Assign サイトを参照） 

  Security は User に紐ずく UserGroup と AccessLevel で制御できる。 

  UserGroup とは所属部門を想定し、AccessLevel は役職を想定している。 

どちらか又は両方で下記に Security を設定できる。  

  ① Menu ② Form ③ 検索 Parameter 

９．項目の昇順・降順での並び替えを各項目に付与されたボタンで行えるようにした。

  複数項目を使用した並び替えは「ソート」Function で行うが、１項目の並び替え 

  はこの小さなボタンで行える。 

また日本語のソート順を UNICODE から S-JIS に変更した。 

１０．項目の可視・非可視のデフォルト設定を可能にした。 

   カラム制御による「表示・非表示」の変更は今まで同様使用できる。 

１１．１ページに表示するレコード数を指定し、次ページ・前ページの制御を実装。 

１２．ストアドプロシージャの実行を可能にした。 

但し、RDBMS で ResultSet をリターンできる事を前提にしている。 

１３．開発者向けに eWing で生成した Query/StoredProcedure を照会(デバック) 

できる機能を作成した。 

 

補足：アクセスログの照会 

 

 

上記の画面に小さな矢印ボタンが表示されているが、これが昇順・降順の並び替え用であ

る。 

補足：Query/StoredProcedure を照会 

 

   Show Query をクリックすれば、Query と Parameter が表示される。 
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1.2.2. Version2.1 の追加機能 

 

追加機能 

１．HTML ブロック要素（DIV タグ）のサポート。 

Form/LinkForm のレポート(表)をひとかたまりの範囲で表示します。 

ブラウザの右側にスクロールバーが表示されます。 

詳細な設定方法は Form 定義・LinkForm 定義を参照して下さい。 

２．ドリルダウン画面(LinkForm)にリンク元画面(Form)の情報を表示する機能 

本機能が Version2.1 のトピックになります。詳細な設定方法は LinkForm 定義とド

リルダウン画面の作成を参照して下さい。 

３．検索パラメータ(Criteria)や引継パラメータ(Linkage)の日本語対応 

① HttpServletRequest#setCharacterEncoding(“UTF-8”)を指定していても 

GET メソッドでは無視される。（Tomcat5.x より） 

⇒ Tomcat の server.xml の設定変更が必要になります。 

 （URIEncoding="UTF-8" useBodyEncodingForURI="true"） 

  詳細は『3. eWING 環境設定』の「server.xml の設定変更」をご覧下さい。

② RequestParameter 中に%が含まれていると Parameter が無視される。 

警告: Parameters: Character decoding failed. Parameter skipped. 

java.io.CharConversionException: isHexDigit 

（StringEscapeUtils#escapeHtml から URLEncoder#encode に変更） 

  『2.7 日本語を使用した画面の作成』をマニュアルに追記しました。 

４．レポート(表)の各行の背景にカラー設定を可能にしました。 

デフォルトでは白と薄い黄色が交互になります。ユーザが任意に背景色を設定する

ことも可能になります。詳細は『3.3 CSS ファイルのカストマイズ』を参照して下

さい。 

 

リンク元画面(Form)の情報 
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1.2.3. Version2.2 の追加機能 

ユーザ独自フォーマットの画面を作成するには、XSL Transformations(XSLT)での開発が必

要でした。Version2.2 より１００％ノンプログラミングを実現するために、Excel テンプ

レートを入力にして、画面を作成する機能を追加しました。 

 

 

更に、Outputter function で Excel に出力できます。 
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■ Excel で設定可能な『セルの書式設定』 

 

 

 

■ Excel で設定可能な『ページ設定』 

 

 

フォント名が有効なのは Excel
への Outputter 時のみです。 

データ中の罫線は無条件に付与
します。ユーザ設定が有効になる
のはフッター部分のみです。 

『ページ設定』が有効なのは
Excel への Outputter 時のみで
す。 

 9



1.2.4. Version2.3 の追加機能 

追加機能 

１．Criteria にマスタ検索用のボタンを付与し、Form から選択する機能。 

リストボックスに適していないマスタ検索用に使用できる。 

２． Excel テンプレートによる画面作成において四則演算をサポート。 

また、Excel で設定した『表示形式』の反映をサポートした。 

『2.9 Excel テンプレートの作成』を参照して下さい。 

 

■ Criteria のマスタ検索 

 

★ Developer Stdio での設定 
（１）Criteria にマスタ検索用のボタンを付与する。 
（２）QueryCondition により、（１）に付与されたボタンに対応する 

SQL を指定する。 
   Criteria の Parameter id と QueryCondition の Parameter id を 

等しくする。 
（３）マスタ検索用の Query を作成する。 
   Query には Criteria で指定した DB カラム名を含める。 
 
★ eWING の画面結果（次ページを参照） 
（４）選択を押下されたレコードより、検索パラメータにセットされる。
   値は Criteria で指定した DB カラム名である。 
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マスタが階層化されている場合（上記例では仕入先コード――＞商品コード）は商品コー

ド検索時に仕入先コードで絞込みも可能です。 
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1.2.5. Version2.4 の追加機能 

 

追加機能 

１．Column 設定の機能追加。 

① Query から Column 変更を可能にした。 

② Column を使用している Query 一覧を把握できるようにした。 

２．日付型変換と数値型 NULL 変換を Query 定義以外に行える機能を追加。 

Database 定義にて、 

      ① 日付型の Format（例:yyyy-MM-dd HH:mm:ss.SSS） 

      ② 数値型は NullToZero を行うかどうか。 

    を指定し、あとは Column 設定で表示 Format を指定する。 

  「Select * From Table 名」で抽出する場合を考慮している。 

３．検索パラメータで小文字－＞大文字変換する Criteria Class を追加。 

  Database には必ず大文字で入力されている場合、わざわざ Caps Lock で大文字 

入力するのではなく、入力時に自動変換する機能です。 

４．Excel テンプレートによる画面作成や Excel 保存の機能追加。 

① コンボボックスやラジオボタンの場合、選択肢 Code と選択肢名称を両方出力 

する機能を追加。（Excel 保存時に検索パラメータを出力するため） 

② Excel テンプレートの設定シートに Header 開始行を指定可能にし、 

  開始行以前は自由にレイアウトできる機能を追加。 

③ 画面上の項目幅を抽出したデータ長に合わせる機能を追加。 

 

① 『選択肢 CODE：選択肢名称』で表示

② Header 開始行を指定 

② 自由なレイアウト 
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1.2.6. Version2.5 の追加機能 

追加機能 

１．eWING の複数立ち上げ(ブラウザのウィンドウが別)を完全サポートしました。 

Version2.5 以前も eWING の複数立ち上げは可能でしたが、Function ボタンを 

使用できないという制限がありました。 

（下記に Web ブラウザと Web サーバのセッション管理を説明） 

問題になる Function の動きは、 

①［ブラウザのウィンドウ］－＞［ポップアップウィンドウ］でパラメータ入力 

②［ポップアップウィンドウ］－＞［ブラウザのウィンドウ］に結果を表示 

になります。①の段階ではセッション ID が［ポップアップウィンドウ］に引継が

れます。問題は［ポップアップウィンドウ］でのリクエストのセッション ID には

最初に立ち上げたブラウザのセッション ID がセットされることです。 

★ eWING はセッション ID が引継れることを前提にしている。 

Version2.5 でポップアップウィンドウをインラインフレームに変更する事で対応

しました。 

 
セッションの管理は、セッション ID と呼ばれる識別情報を Web アプリケーションがブラウザに
預けることによって行われる。ブラウザは、Web サイトにアクセスする際、毎回このセッション
ID を添えて HTTP リクエストを送る。Web アプリケーションは、同じセッション ID の HTTP リク
エストを送ってくる相手を同一の Web クライアントと見なす。 

 

 

注意点：ＩＥ８では別々なブラウザウィンドウでも同じコンテンツにアクセスすると、 
セッションＩＤが共有されてしまいます。（デフォルトの状態） 
下記ＵＲＬ(ＩＥサポートチームのブログ)に記載されていますので、共有しない設定変更を 
して下さい。 

http://blogs.technet.com/b/jpieblog/archive/2010/05/10/3331472.aspx 
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■ インラインフレーム 

 

タイトルをドラッグして
移動することができます

 

Active Session 照会もインラインフレームに変更されています。 

 

Active Session 照会
を閉じます 
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1.3. システム環境 

1.3.1. 最低限のシステム構成 

■ 実行環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 開発環境 

Tomcat5.5 系（2010.11.11 時点の最新 5.5.31)

eWing.war 

Python2.5.2（eWingStudio：manage.py runserver）

eWingStudio 

SQLite3 

eWing.db 

JDK1.6（2010.11.11 時点の最新 1.6.0 22)

 

 

 

 

 

1.3.2. 推奨のシステム構成 

■ 実行＆開発の環境（Apache を導入） 

 

Tomcat5.5 系（2010.11.11 時点の最新 5.5.31)

eWing.war 

mod_proxy 

mod_python

SQLite3 

eWing.db

Python2.5.2 

eWingStudio 

Apache2.2 系（2.2.16) 

JDK1.6（2010.11.11 時点の最新 1.6.0_22)  
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1.4. eWINGお試し版の使用方法 

最低限 JAVA と Tomcat は必須です。（eWING インストール環境を参照） 

 

環境が整ったら、お試し版をダウンロード(eWing.war)し、Tomcat のホームディレクトリ下

の webapps ディレクトリにこの eWing.war を配備して下さい。 

これだけでお試し版がご使用できますが、開発ツール（DeveloperStudio）は使用できませ

ん。本ユーザーズガイドを参考にして、ご購入を検討して下さい。 

                                             

お試し版のユーザーID(パスワード同じ) 

権限により Menu/Form の表示が異なることを 

実感できます。 

                                                                 

 

お試し版のテーブル関連図  
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1.5. 動作環境 

1.5.1. 対象データベース 

データベース：JDBC ドライバーが提供されている RDBMS※１ 

 

1.5.2. eWINGインストール環境  

（インストール環境※２） 

OS：Tomcat がインストールできる OS※３ 

CPU：Pentium 4 と同等以上 

メモリ：512MB 以上 

WEB コンテナ：Tomcat5.5 系 、 Tomcat6 系 

JAVA：JDK1.5 系 、 JDK1.6 系 

使用 HD 容量：約 20MB※４ 

 

1.5.3. 実行クライアント 

OS：ブラウザがインストールされているもの※５ 

ブラウザ：IE6 、 IE7 、 IE8 、 Firefox3.6 系 、 Opera9.6 系 、 Opera10 系  

Safari4 系 、 Google Chrome4.1 系※９ 

Excel：Excel 2000 以上※６、※７ 

PDF：Adobe Reader がインストールされている※８ 

 

※１ 実際に、動作環境の検証を行ったデータベースは 

ORACLE 10g 、 SQL Server 2005 、 SQL Server 2008 、 MySQL5.1 、 Postgesql8.4

※２ インストールするアプリケーションサーバの最小スペックの数値です 

※３ 実際に、動作環境の検証を行った OS は 

Windows 2000 Server 、 Windows XP SP3 、 Windows Server 2008 、 

Linux(CentOS 5.3) 

※４ eWING 本体のインストールに必要な容量です 

この他に、データの保存領域が必要となります 

※５ 実際に、動作環境の検証を行った OS は 

Windows 2000 Server 、 Windows XP SP3 、 Windows Server 2008 、 

Linux(CentOS 5.3) 

※６ 画面に表示した表を Excel 形式で出力して開く場合に必要 

※７ Excel ファイルは拡張子が xls のファイルのみサポート 

※８ 画面に表示した表を PDF で開く場合に必要 

※９ IE6,IE7 を除き eWING 複数立ち上げはできません。（プロセス間セッション共有） 

   IE8 についてはセッション共有を解除する設定が可能です。 
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2. eWINGの設定 

2.1. 概要 

eWING には開発ツール（eWing Developer Stduio）が付属しています。 

http://サーバ名/eWingStudio/admin/でアクセスしますと下記の画面が表示されます。 

eWING のご購入時にユーザ名／パスワード

をお教えいたします。 

 

 

 (1) Setting サイト管理 

   管理者が設定するサイトになります。 

 (2) Developer サイト管理 

   開発者が色々なレポート(画面)構成（Menu、Form、LinkForm、Query、Criteia、Choices） 

   を定義するサイトになります。 

 (3) Security Assign サイト管理 

   Security を設定するサイトになります。 

 18

http://%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%90%E5%90%8D/eWingStudio/admin/%E3%81%A7%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B9%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%81%A8%E4%B8%8B%E8%A8%98%E3%81%AE%E7%94%BB%E9%9D%A2%E3%81%8C%E8%A1%A8%E7%A4%BA%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%99


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

eWing 設定 

Setting サイト管理 

Database 設定

LoginMode 設定 UserGroup 設定

Menu 設定 

Developer サイト管理 

Menu 設定 

MenuTitle 

LinkForm 設定

Query 設定

Criteria 設定

Function 設定

QueryCondition

Choices 

User設定 
（任意） 

Column 設定

AccessLevel 設定

Form 設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AccessLevel 設定 

Menu に Security を Assign 

Form 設定 

Criteria 設定 
ParameterにSecurityをAssign

Form に Security を Assign 

MenuTitle 

UserGroup 設定 

Security Assign サイト管理 
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2.2. DeveloperStudioの共通仕様 

2.2.1. 画面遷移と機能 

サイト管理で処理を選択すると、「変更リスト」画面が表示され、そこから第１カラムを 

クリックすると各変更画面に遷移します。 

 

④ ③ 

② 

① 

① 追加をする場合は＋をクリック。 

② 第１カラムを曖昧検索する機能 

③ チェックボックスにチェックした全てを一度に削除する機能 

④ Create Date/Modified Date でフィルタする機能 

 

「変更リスト」画面で直接変更を可能にしています。但し検索機能はありません。 

■ 変更を可能にしている画面一覧 

・Developer サイト 

Column 簡易修正・Criteria 簡易修正・Choices 簡易修正 

   ・Setting サイト 

    Database 設定・LoginMode 設定・Function 設定・User 設定 
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① 
② 

⑤ 

③ 

④

 

① 変更履歴照会 

 

② 全体の削除 

 

③ 削除 

   チェックした対象レコードのみ削除します。 

 

④ 関連するオブジェクトが存在する時は「変更」、ない場合は「追加」ボタンを表示しま

す。 

 

⑤ 保存ボタン 

           

追加の場合：

一部の画面では 

「別名で保存」が 

ありません。           

変更の場合：

  但しポップアップ画面の場合は ボタンのみになります。 

（関連するオブジェクトへのリンクのケース） 

★ 太字は必須入力です。 
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2.3. Settingサイト管理 

2.3.1. eWing設定 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

EWING Config Char ○ ‘eWing’固定 

検索レコード制限 Integer  検索レコード制限を設定すると、Query 実行後のレコー

ドがこの値を超えた場合検索パラメータを補充する旨

のメーセージが出力されます。 

禁則文字 Char  検索パラメータに入力できない禁則文字を設定します。

この項目は SQL インジェクションを防ぐ目的で設定し

ますが、eWING でも考慮しています。 

例えば、検索パラメータに「A or ‘’ = ‘’」と入力されて

も全件検索されることはありません。 

StyleSheetPath Char ○ CatalinaPath 配下を設定します。Default を変更する必

要はありません。 

JasperPath Char ○ CatalinaPath 配下を設定します。Default を変更する必

要はありません。 

TemplatePath Char ○ CatalinaPath 配下を設定します。Default を変更する必

要はありません。Ver2.2 で追加 

User Table Choices ○ 「DataBase」、「xml」から選択します。 

User 認証を行うメディアを設定します。 

Database 選択 ForeignKey  ユーザ認証を別 DB で行う場合、Database 設定が必要 

です。詳細は「ユーザ認証を別 DB で行う場合」を参照

して下さい。 

Xml Char  V1.x の互換性を保持するためも項目です。通常は 

Default を変更する必要はありません。 
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Function 画面の 

サイズ 

Integer ○ 各 Function 画面の幅・高さを設定します。通常は 

Default を変更する必要はありません。 

Sort 指定の個数 Integer ○ Default は３個です。個数を増減する場合に設定します

個数を増加させた時は画面の高さも増加して下さい。 

Fillter 指定の個数 Integer ○ Default は３個です。個数を増減する場合に設定します

個数を増加させた時は画面の高さも増加して下さい。 

Date Format Char  CriteriaでDateFieldを選択した時のDefault Format

になります。 

Number Format Char  Form または LinkForm に表示する数字型の Default 

Format になります。 

 

■ ユーザ認証を別 DB で行う場合 

「ユーザ認証を別 DB で行う場合」をクリックして下さい。 

別 DB とは業務システムとユーザ管理を一元化するケースを想定しています。 

 

 

項目 データ型 必須 説 明 

user 抽出 sql Char ○ ユーザ認証を行う SQL を直接設定して下さい。 

User id ～ 

Admin role 

Char ○ 上記 SQL のカラム名を設定して下さい。 
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2.3.2. Database設定 

 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

Database Char ○ データベースの ID。 

LoginMode 設定から参照されます。 

Jdbc driver Choices ○ Jdbc driver を下記から選択します。 

Oracle.jdbc.driver.OracleDriver 

com.icrosoft.sqlserver.jdbc.SQLServerDriver 

com.mysql.jdbc.Driver 

org.postgresql.Driver 

org.sqlite.JDBC 

Url Char ○ 上記 Jdbc Driver の URL を設定します。 

サンプルを参考にして下さい。 

User Char  SQLite 以外は必須です。 

Database に接続するユーザ名を設定します。 

Password Char  SQLite 以外は必須です。 

Database に接続するパスワードを設定します。 

日付型 Format 

(Ver2.4 で追加) 

Char  Select 文で日付型より文字型変換を行うのが標準であ

るが、「Select * From Table 名」で抽出する場合は、

ここに指定した Format より Column 設定の Format に 

変換される。 

数値型 NullToZero 

(Ver2.4 で追加) 

Boolean ○ 数値型が Null の場合、Zero に変換するかどうか指定し

ます。 
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2.3.3. LoginMode設定 

 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

LoginMode Char ○ ログインモードの ID。 

UserGroup 設定から参照されます。 

Database 選択 ForeignKey ○ Database 設定の id を選択します。 

Menu 選択 ForeignKey ○ Menu 設定の id を選択します。 

IsDefault Boolean ○ ログイン画面で Default ログインモードの場合 

チェックします。 
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2.3.4. UserGroup設定 

 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

UserGroup Char ○ ユーザグループの ID。 

User テーブルに存在する UserGroup は全て設定が必要

です。 

「Security Assign サイト管理」を参照して下さい。 

グループ名称 Char ○ ユーザグループの名称 

IsSystem Boolean ○ eWing には System ユーザが存在します。 

（DeveloperStudio のログインと同名） 

System ユーザが所属する UserGroup の場合チェック 

Timeout 値 Integer ○ HTTP Session のタイムアウト値を設定 

LoginMode ManyToMany ○ ユーザグループ毎に使用可能な LoginMode を選択しま

す。 
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2.3.5. AccessLevel設定 

 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

AccessLevel Char ○ アクセスレベルの ID。 

User テーブルに存在する AccessLevel は全て設定が必

要です。 

「Security Assign サイト管理」を参照して下さい。 

レベル名称 Char ○ アクセスレベルの名称 

IsSystem Boolean ○ eWing には System ユーザが存在します。 

（DeveloperStudio のログインと同名） 

System ユーザに与える AccessLevel の場合チェック 

 

■ UserGroup と AccessLevel を用いて Security 制御を行います。 

ユーザグループ：所属部門を想定 

アクセスレベル：役職を想定 

 

 

 27



2.3.6. User設定（任意） 

ユーザ認証を eWing データベースを使用する場合に設定します。 

 

 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

ユーザ ID Char ○ eWing ログイン時のユーザ ID です。 

パスワード Char ○ eWing ログイン時のパスワードです。 

ユーザ名 Char ○ ユーザ名はアクセスログに表示されます。 

UserGroup 選択 ForeignKey ○ 本ユーザが所属するグループを選択します。 

Admin 権限 Boolean ○ Admin 権限を Check すると、Menu に下記が表示されます

・ アクセスログ照会 

・ ActiveSession 照会 

・ eWing Config 置換 

開発者 Boolean ○ 開発者を Check すると、実行した Query の内容を照会で

きます。（Function の右側に「Show Query」を表示） 

AccessLevel ForeignKey ○ 本ユーザのアクセスレベルを選択します。 

Access Key Char  検索パラメータに Access Key を使用する場合 
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■ パスワード変更 

 

 

■ Admin 権限と開発者権限の関係 

以下にマトリックスで説明します。 

Admin 

権限 

開発者 

権限 

アクセスログ照会 

AcitiveSession 照会 

Config 置換 ShowQuery 

（Debug 機能） 

○ ○ 可 可 可 

○ × 可 不可 不可 

× ○ 不可 不可 可 

× × 不可 不可 不可 

 

開発者権限とは開発機において「DeveloperStudio のユーザ管理」を使用する場合のみなの

で、本番機では Config 置換も ShowQuery は行えません。 
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2.3.7. Function設定 

 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

Function id Char ○ Function id。 

Form 定義から参照されます。 

Sort function Boolean ○ Sort function を Form に表示する／しないを設定 

Filter function Boolean ○ Filter function を Form に表示する／しないを設定 

Column function Boolean ○ Column function を Form に表示する／しないを設定 

Outputter function Boolean ○ Outputter function を Form に表示する／しないを設定

Chart function Boolean ○ Chart function を Form に表示する／しないを設定 
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■ 補足 

Sort/Filterの指定個数はDefaultでは３個

ですが、eWing 設定で変更することができま

す。 

 

 

 

 

■ 補足 

Sort/Filter の指定個数は Default では３個ですが、eWing 設定で変更することができ

ます。 
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2.4. Developerサイト管理 

2.4.1. Menu定義 

 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

Menu id Char ○ Menu id。 

LoginMode 設定から参照されます。 

使用する列 Integer ○ メニューの例を指定 

行 Integer ○ メニューの行の表示順（将来の行追加を考慮し 10 刻み

を推奨します） 

Menu タイトル ForeignKey ○ Menu タイトルを選択 

 

Menu タイトル 
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2.4.2. Report定義 

Report 定義することで、eWing のレポートが作成できます。下記のレポートで Developer 

Studio との関連を示します。 

 

 

Column

Criteria 

Function 

Query 

 

 

LinkReport

Version2.1 で色のトーンを変更しています。  
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Report 定義は一覧（下図）または Menu 定義より遷移します。 

 

 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

Menu タイトル Char ○ Menu タイトル 

表示順 Integer ○ Menu に表示する順序（将来の行追加を考慮し 10 刻みを

推奨します） 

Report 名 Char ○ Menu に表示する Form 名 

Layout 定義 

(Ver2.2 で追加) 

Char  ユーザが作成した画面を表示する場合、 Excel

Template のファイル名を指定します。 

eWing 設定の templatePath に実在するファイル名を指

定します。 

Query 選択 ForeignKey ○ DataBase から抽出する Query を選択 

Criteria 選択 ForeignKey ○ 検索パラメータを選択 

Function 選択 ForeignKey ○ Function を選択 

ブロック表示 

(Ver2.1 で追加) 

Char  HTML ブロック要素（DIV タグ）のサポート。 

Form のレポート(表)をひとかたまりの範囲で表示しま

す。（補足を参照） 
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ブロックの高さ 

(Ver2.1 で追加) 

Integer  スクロール表示するブロックの高さを指定します 

(解像度 1280x1024 では 600px 程度) 

ページに表示する 

レコード数 

Integer  １ページに表示するレコード数を設定します。 

これに値を設定すると「次ページ」「前ページ」の 

ボタンが表示されスクロールバーではなくページ 

制御が可能になります。 

Total 行を表示 Boolean  Total 行(数字項目を合計)を出力する場合に指定。 

LinkForm 選択 ForeignKey  ドリルダウンする LinkForm を作成する場合に指定しま

す。 

StyleSheet Char  ユーザが作成した画面を表示する場合、スタイルシート

のファイル名を指定します。 

eWing 設定の styleSheetPath に実在するファイル名を

指定します。 

Jasper Report Char  iReport で作成した帳票を PDF 出力する場合、Jasper

ファイル名を指定します。 

eWing 設定の jasperPath 属性を Path とし、実在するフ

ァイル名を指定します。 

■ ブロック表示とページ制御 

 
ページ制御 

 

ブロックの高さ

ブロック表示ではスクロ

ールバーが表示 

ブロック表示とページ制御の併用も可能です。 
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2.4.3. LinkReport定義 

LinkReport 定義は Report 定義より遷移します。 

 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

LinkReport id Char ○ LinkForm id 

Form 定義から参照されます。 

LinkReport 名 Char ○ Form の TAB 表示する LinkForm 名 

Layout 定義 

(Ver2.2 で追加) 

Char  ユーザが作成した画面を表示する場合、 Excel

Template のファイル名を指定します。 

eWing 設定の templatePath に実在するファイル名を指

定します。 

Query 選択 ForeignKey ○ DataBase から抽出する Query を選択 

Function 選択 ForeignKey ○ Function を選択 

Linker Choices ○ ドリルダウンするリンクの種類を指定 

ImageLinker：ボタンを作成する。 

AnchorLinker：対象のカラムに Anchor を作成する。 

linkage Char ○ Query の WHERE 句に渡す項目を指定します。 

Link 元のレコード

表示 

(Ver2.1 で追加) 

Boolean  LinkForm に Link 元情報を表示する場合に指定します。

「2.6 ドリルダウン画面の作成」に例を載せています 

表示項目の選択 

(Ver2.1 で追加) 

Choices  Link 元の表示する項目を選択します。 

'全項目(all)' 

'項目指定(includes)'：Display に指定した項目が 

           表示されます。 

'項目除く(excludes)'：Display に指定した項目が 

           除かれて表示されます。 
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Display 

(Ver2.1 で追加) 

Char  表示する項目又は表示から除く項目を指定します。 

「表示項目の選択」に関連します。 

Next/Back ボタン 

表示 

(Ver2.1 で追加) 

Boolean  LinkForm に Next/Back ボタンを表示します。 

Link 元の Form に戻らなくても、レコード移動を可能に

します。 

ブロック表示 

(Ver2.1 で追加) 

Char  HTML ブロック要素（DIV タグ）のサポート。 

Form のレポート(表)をひとかたまりの範囲で表示しま

す。 

ブロックの高さ 

(Ver2.1 で追加) 

Integer  スクロール表示するブロックの高さを指定します 

(解像度 1280x1024 では 600px 程度) 

ページに表示する 

レコード数 

Integer  １ページに表示するレコード数を設定します。 

これに値を設定すると「次ページ」「前ページ」の 

ボタンが表示されスクロールバーではなくページ 

制御が可能になります。 

Total 行を表示 Boolean  Total 行(数字項目を合計)を出力する場合に指定。 

さらに Link ForeignKey  ドリルダウンする LinkForm を作成する場合に指定しま

す。 

Label Char  linker で”AnchorLinker”を指定した場合、リンクの

ラベルを指定。 

Button 選択 Choices  Blue 矢印、Grren 矢印、Go ボタンから選択 

Anchor を付ける項

目 

Char  linker で"AnchorLinker"を指定した場合、リンクを設

定するカラムを指定。 

StyleSheet Char  ユーザが作成した画面を表示する場合、スタイルシート

のファイル名を指定します。 

eWing 設定の styleSheetPath に実在するファイル名を

指定します。 

Jasper Report Char  iReport で作成した帳票を PDF 出力する場合、Jasper

ファイル名を指定します。 

eWing 設定の jasperPath 属性を Path とし、実在するフ

ァイル名を指定します。 
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■ 「Linkage と Anchor を付ける項目」の関係 

                                            

 

 

 

・Linkage は Query の parameter に指定する項目名で Anchor を付ける項目と違えること

ができます。 

よくある具体例としては、Anchor は名称に付け、ドリルダウンする Query への引継ぎ

Parameter はコードにするケースです。 

 

 

 

 

 

     

<statement> 

SELECT T.ViewId    as ViewId, 

           T.ViewName  as ViewName, 

      途中略 

<parameter id="ViewId">ViewId = ?</parameter> 

<label id="ViewName"  ja="レポート名" 

 

■ Link 元のレコード表示(Ver2.1 で追加) 

 

Link 元である、「受注データサマリ照会」の内容を表示 

また、Next/Back ボタンで「受注データサマリ照会」に 

戻らなくても「受注データ照会」が可能になります。 
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2.4.4. Query定義 

Query 定義は一覧（下図）または Report 定義より遷移します。 

 

・ Query を使用している Report／LinkReport が判断できます。 
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下記の「（表示）」をクリックして、概要＆変更履歴を記述できます。 

 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

Query id Char ○ Query id 

Form 定義／LinkForm 定義から参照されます。 

概要 Char  概要や変更履歴を記載 

Condition 選択 ForeignKey  Paremeter で Query を切り替える場合に指定 

Statement Char ○ Query や StoredProcedure を XML の形式で設定します。

「Statement の設定」を参照 

 

■ Paremeter で Query を切り替える場合 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

Condition id Char ○ Condition id 

Query 定義から参照されます。 

マスタ検索 

(Ver2.3 で追加) 

Boolean  マスタ検索用の Query の場合にチェックします 

Parameter id Char ○ Criteria の Parameter id 

Choices 値 Char  Parameter の入力値。一般的には Choices の選択肢 

マスタ検索以外は必須です。 

 （サンプルの受注データサマリ照会を参考にして下さい） 
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■ Statement の設定 

Statement には、以下の３パターンを実装しています。 

   形式１：任意パラメータがあるケース（eWing で Query を生成） 

   形式２：LinkForm でパラメータを引継ぐケース。 

       パラメータが決まっているので、Query を直接定義できるケース 

   形式３：StoredProcedure のケース 

       注．StoredProcedure で ResultSet を返すことができる RDBMS のみサポート 

形式１ <sql> 

    <statement> 

        SELECT m.ProductCd        AS ProductCd, 

           m.ProductNm        AS ProductNm, 

      省略 

</statement> 

<parametergroup separator="AND" whereCreate="true"> 

    <parameter id="ProductCd">m.ProductCd = ?</parameter>  

    <parameter id="ProductNm">m.ProductNm like '%' || ? || 

'%'</parameter>  

</parametergroup> 

</sql> 

形式２ <query>  

<statement>  

    SELECT o.OrderNo                       AS OrderNo, 

           strftime('%Y-%m-%d',o.Orderday) AS Orderday, 

           省略 

    FROM t_order o  
    WHERE O.OrderNo = ? 

    ORDER BY o.OrderNo 

</statement> 

<parameter id="OrderNo" /> 

</query> 

形式３ <procedure>  

<statement> 

  {CALL procedure 名(?, ?,...)} 

</statement> 

<parameter id=… /> 

<parameter id=… /> 

</procedure> 

注意． 

① procedure 文の｛｝は必須です。(赤文字部分)  {CALL procedure 名(?, ?,...)} 

② query 文は Parameter の個数が決まっているので、入力必須である。 

③ procedure 文も Parameter の個数が決まっているので、入力必須なことを前提にして 

いました。しかし procedure 側で省略 Parameter の設定が可能であるので、Ver2.1.1 より 

省略時の引数渡しを下記のように変更されています。 

・ Criteria Class が NumericField（数字型）の場合は null 

・ Criteria Class が上記以外（文字型）の場合は空文字 

但し、procedure 側での入力チェックが必要になります。 

④ Query 定義では<>は使用できませんので、>は[&gt;]に<は[&lt;]にエスケープして下さい。 
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■ Parametergroup の詳細説明 

 

<parametergroup separator="AND" whereCreate="true"> 

    <parameter id="ProductCd">m.ProductCd = ?</parameter>  

    <parameter id="ProductNm">m.ProductNm like '%' || ? || '%'</parameter>  

    <parameter id="ProductDivideCd">m.ProductDivideCd = ?</parameter>  

</parametergroup> 

 

 

<parametergroup separator="AND" conjunction="OR"> 

    <parameter id="SupplierCd">m.SupplierCd = ?</parameter>  

    <parameter id="SupplierNm">ms.SupplierNm like '%' || ? || '%'</parameter> 

</parametergroup> 

WHERE  ( m.ProductNm like '%' || ? || '%' AND m.ProductDivideCd = ? )  
 OR  ( ms.SupplierNm like '%' || ? || '%' )  

 

 

 

 

要素 属性 必須 意味 

parametergroup whereCreate 
 

whereCreate="true"の場合 where 句を生成する 

最初の parametergroup に設定します。 

parametergroup conjunction 
 

<parametergroup>要素が複数あった場合に、結合

するための条件演算子です。 

parametergroup separator  <parameter>要素が複数あった場合に、結合する

ための条件演算子です。 

parameter id ○ Criteria 定義の Parameter id または 

LinkForm 定義の linkage を設定しまう。 

（形式１の場合は条件式も記述） 

parameter absolute ="true"  Query で入力値を判断したい時に指定します。 

 

■ Labels の詳細説明 

<labels> 

     <label id="ProductCd"       ja="商品コード"      format="0" /> 

     <label id="ProductNm"       ja="商品名"                     /> 

     <label id="ProductNmKana"   ja="商品カナ名"                 /> 

     <label id="ProductDivideCd" ja="商品分類_コード" format="0" /> 

     <label id="ProductDivideNm" ja="商品分類"                   /> 

     <label id="Pack"            ja="梱包単位"        order="false" /> 

     <label id="UnitCost"        ja="単価"            total="false" /> 

     <label id="SupplierCd"      ja="仕入先_コード"   format="0" visible="false"  /> 

     <label id="SupplierNm"      ja="仕入先名"        style="white-space:nowrap;" /> 

</labels> 
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要素 属性 必須 意味 

label id ○ AS 句で指定したフィールド名 

label ja ○ 日本語モード選択時にこの内容を項目名として

表示（Column Label） 

label visible true 

false

デフォルトでこのカラムを非表示にした時に

false にします。 

label order true 

false

Form または LinkForm にデフォルトで並び替えの

小さなボタンが表示されます。 

これを非表示にした時に false にします。 

label format  eWing 設定の Number Format を変更する時に指定

します。 

label total true 

false

Form 定義/LinkForm 定義で Total行を表示にした

場合、数値項目は全て集計されます。 

集計したくない時にこの属性を false にします。

label style  HTML タグの style 属性と同じ記述方法で、画面に

出力する際のスタイルを変更させる時に指定し

ます。 

 

 注．Query の Statement で Column 設定を行うのはバージョン 1.0.0 の互換性を保つため 

でありバージョン 2.0.0 からは DeveloperStudio の「Column 修正」を推奨します。 

   また、「Column 修正」のための便利機能として、検索を実行すると Column レコード 

   を作成しますので Column Label を変更するだけです。 

   個別の Query で Column Label を設定する工数を削減できます。 

 

   項目名（Column Label）に’_’（アンダーバー）を付けると、そこで改行します。 

<label id="PatronCd" ja="得意先_コード" style="white-space:nowrap;" format="0" order="false" /> 

            

 

   隠しカラムを作成したい時には、Column Name の先頭に EWING_を付与します。 

MIN(strftime('%Y-%m-%d',t.Orderday))      AS EWING_OrderdayFm 

この機能はカラム制御の可視/非可視とは異なり、完全に隠されます。 

ドリルダウンに引継ぐ Parameter として使用します。 
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2.4.5. Column設定 

Column が大量になると、変更する Column を見つけるのが難易になってきました。 

そのため、Version2.4 で Query 一覧から Column 設定を可能にしました。 

 

 

 

            Column 変更画面に遷移します。 
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また、Version2.4よりColumnを使用しているQueryの一覧も把握できるようになりました。 

 

 

  補足：style の形式 

文字色・背景  

color･････････････････････文字色（前景色）を指定する 

Column を使用している
対象 Query を把握 

background-color･･････････背景色を指定する 

 

     フォント  

font-style････････････････フォントをイタリック体・斜体にする 

font-weight･･･････････････フォントの太さを指定する 

font-size･････････････････フォントのサイズを指定する 

font-family･･･････････････フォントの種類を指定する 

 

     テキスト  

text-align････････････････行揃えの位置・均等割付を指定する 

text-justify･･････････････均等割付の形式を指定する（IE が独自に採用） 

vertical-align････････････縦方向の揃え位置を指定する 

text-decoration･･･････････テキストの下線・上線・打ち消し線・点滅を指定する 

white-space･･･････････････ソース中のスペース・タブ・改行の表示の仕方を指定する 

letter-spacing････････････文字の間隔を指定する 

word-spacing･･････････････単語の間隔を指定する 
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2.4.6. Criteria定義 

Criteria 定義は一覧（下図）または Form 定義より遷移します。 

 

・ Criteria を使用している Form が判断できます。 

 

 

Ver2.3 で Criteria に値をセットするために、マスタ検索を
可能にしました。 
 
Ver2.4 で Criteria class に「UcaseTextField」を追加。 
これを選択すると、入力時に自動的に大文字変換されます。
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■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

Criteria id Char ○ Criteria id。Form 定義から参照されます。 

表示順 Integer ○ 検索パラメータに表示する順序（将来のパラメータ追加

を考慮し 10 刻みを推奨します） 

Parameter id Char ○ Database の項目名を使用することを推奨します。 

この項目は必須です。Line などの検索に使用しない 

Parameter にはブランクを入力して下さい。 

Criteria class Choices ○ 検索パラメータの表示クラスを選択。 

TextField：テキストフィールド(type=text)を作成 

UcaseTextField：テキストフィールド(type=text)を作

成。入力時に大文字変換 

NumericField：数値フィールド(type=text)を作成 

DateField：日付フィールドを作成 

RadioButton：Choices と組み合わせて、ラジオボタン

(type=radio)を作成 

ListBox：Choices と組み合わせて、選択メニュー 

(<select>)を作成（Listbox Size 参照）

DropDownListBox：Choices と組み合わせて、コンボ 

ボックス(<select>)を作成 

CheckBox：チェックボックス(type=checkbox)を作成 

Line：画面に Line を表示。Size にて線幅を指定 

FieldSet：Criteria をグループ化する場合 

FieldSetEnd：Criteria をグループ化する場合 

TextConstant：隠蔽フィールド(type=hidden)を作成 

NumericConstant：隠蔽フィールド(type=hidden)を作成

DateConstant：隠蔽フィールド(type=hidden)を作成 

CheckBox:checked Boolean  CheckBox のデフォルトチェックを指定 

Label Char  検索パラメータのラベルを指定 

Validator Choices  必須入力：必須チェックを行います。（背景色：黄色）

選択必須：最低１個のパラメータは入力必須の 

     チェックを行います。（背景色：ブルー） 

Maxlength Integer  最大入力文字数を指定 

Listbox/Line 

Size 

Integer  Listbox の表示個数 

Line の幅 

Value Char  初期値を指定 

Access value Choices  UserId・UserGroup・AccessLevel・AccessKey の選択が

可能です。 

Date value Choices  DateField の初期値として、以下の選択が可能です。 

月初日・昨日・本日・当月月末・前月初日・前月月末 

Format Char  日付型の表示フォーマット 

Help text Char  フォーカスが当たった時に表示されるヘルプテキスト 

Style Char  HTML タグの style 属性の指定が可能です。 

通常は指定する必要がありません。 

Ime mode Choices  日本語入力モードを以下から選択します。 

Active・Inactive・disabled 
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マスタ検索用の 

ボタン付与 

(Ver2.3 で追加) 

Boolean  これをチェックすると、マスタ検索用のボタンが付与さ

れ Form から選択することができます。 

DB カラム名 

(Ver2.3 で追加) 

Char  この Parameter にセットする値の DB カラム名 

Choices 選択 ForeignKey  RadioButton/ListBox/DropDownListBox の場合に 

Choices を選択します。 

         

サンプルを参考にして下さい 
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2.4.7. Choices定義 

Choices 定義は一覧（下図）または Criteria 定義より遷移します。 

 

・ Choices を使用している Criteria が判断できます。 
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■ データベースから選択肢を作成 

 

 データベースからの抽出にさらに加えることもできます。下記では全事業所を加えて 

 います。 

 

 

■ 説明 

項目 データ型 必須 説 明 

Choices id Char ○ Choices id 

Criteria 定義から参照されます。 

Sql statement Char  データベースから選択肢を作成する場合に設定します。

選択肢 値は’as id’、 選択肢 名称は’as description’
としなければいけません。 

選択肢 値 Char ○ ラジオボタンや選択メニューの value 値 

通常は Database 値を設定します。 

この項目は必須です。全件抽出用の Choices にはブラン

クを入力して下さい。 

選択肢 名称 Char ○ ラジオボタンや選択メニューに表示される名称 

IsDefault Boolean  デフォルトの選択肢 
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2.4.8. Criteria簡易修正 

 

2.4.9. Choices簡易修正 

 

簡易修正は変更リスト画面で直接変更ができます。 
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2.5. Security Assignサイト管理 

 

User 

UserGroup 

（所属箇所） 

User User

AccessLevel 

（役職等の権限） 

 

 

 

 

 

 

   まず、User テーブルに存在する UserGroup と AccessLevel を設定します。 

   下図の利用可能 UserGroup と AccessLevel に設定した名称が表示されます。 

   Security を Assign したい UserGroup と AccessLevel をクリックすることで 

   選択されます。これで Security 機能が使用可能になります。 
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2.5.1. MenuにSecurityをAssign 

 

Security を Assign した Menu を判断できます。 

 

システム USER のみ 

「2-1 検索パラメータ」Menu が可視 

されます。 
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2.5.2. ReportにSecurityをAssign 

 

 

Security を Assign した Report を判断できます。 

 

管理者と管理職のアクセスレベルに 

「得意先マスタ照会」Form が可視 

されます。 
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2.5.3. ParameterにSecurityをAssign 

 

Security を Assign した Parameter を判断できます。 

 

一般アクセスレベルは 

「受注データサマリ照会」の担当者 

Parameter の入力が不可になります。 
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Parameter は可視／非可視の Security 以外に入力不可状態にする事もできます。 

下記の例は一般のアクセスレベルしかない場合、自分の担当分しか照会できなくなります。 

 

  管理者／管理職       一般 
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2.6. ドリルダウン画面の作成 

2.6.1. 検索パラメータとQuery結果の使用 

すでに LinkForm 定義と Criteria 定義・Query 定義の説明をしてきましたのでドリルダウン

画面の作成もできるかと思います。 

ここでは高度な使用方法として、検索パラメータと Query 実行後の ResultSet を両方使っ

てドリルダウン画面(LinkForm)を作成するやり方を説明します。 

例はサンプルの「受注データ照会」で商品別サマリし、かつ担当者を入力されたケースと

します。商品別サマリには担当者という項目がありません。 

 

ここから受注データを照会するには、検索パラメータの担当者と Query 結果の商品コード

をドリルダウン画面の Query に引継がなければなりません。 

しかし、開発者は何ら意識をする必要がありません。eWing は Query 結果になければ検索パ

ラメータを引継ぎます。 

 

 

ドリルダウン側の Query 定義 

<parameter id="EmpNo">o.EmpNo = ?</parameter> 

<parameter id="ProductCd">m.ProductCd = ?</parameter> 

<parameter id="PatronCd">o.PatronCd = ?</parameter> 

<parameter id="SupplierCd">m.SupplierCd = ?</parameter> 

<parameter id="Orderday">o.Orderday = strftime('%Y-%m-%d',?)</parameter>
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2.6.2. Link元のレコード表示 

Version2.1 で Link 元のレコードを表示する機能が新たにに追加されました。この機能を使

用すれば Header レコードと Detail レコードに分かれているテーブルを検索する場合に、

両方を上下に並べて表示することができます。またブロック表示機能で、Header 部分固定

にし、Detail 部分のみスクロールさせることもできます。 

        Link 元の情報 

 
       Detail はブロック表示。Link 元の情報はスクロールされません。 

この機能はLinkForm定義のみで使用可能になります。Query定義の変更は一切ありません。 

 

① 受注Noと受注日はDetailにも表示しているので、Link元の表示項目から除いています。 

② Next/Back ボタンにより、Link 元に戻ることなく詳細を検索できます。 

③ ブロック表示し、Header 情報はスクロールされません。 

  本例ではブロックの高さを 200px と小さめにしていますが、これは自由に変えられます。 
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2.7. 日本語を使用した画面の作成 

 

レポート(Form/LinkForm)に日本語を表示（DB の値が日本語や Column が日本語）すること

は問題ありません。また検索パラメータに日本語を入力することも問題ありません。 

Form から LinkForm に引継パラメータに日本語を使用する場合は,『Tomcat の server.xml』

に追加設定が必要になります。（3. eWING の環境設定を参照） 

ここでは、server.xml に設定を追加したことを前提に、日本語をパラメータで引継いだ例

を説明します。（検索パラメータのサンプル 2） 

① Query 定義 

<sql> 
    <statement> 
        SELECT datetime('now', 'localtime') as 現在の時刻, 
               '２バイト系'               as Japanese, 
    </statement> 
    <parameter id="UserID" absolute="true">? as UserID,</parameter>  
    <parameter id="UserGroup" absolute="true">? as UserGroup,</parameter>  
    <parameter id="AccessLevel" absolute="true">? as AccessLevel,</parameter>  
    <parameter id="AccessKey" absolute="true">? as AccessKey,</parameter>  
    <parameter id="CheckBox" absolute="true">? as CheckBox,</parameter>  
    <parameter id="Text" absolute="true">? as Text</parameter>  
</sql> 

 

 

 

 

 

 

 

 

② LinkForm の Linkage 定義 

 

③ LinkForm には「Linkcage が日本語」と「値が日本語」の両方が引継がれています。 

 

この時の HTML は次のようになっており、URI エンコードされています。 

&現在の時刻=2010-12-18+14%3A15%3A42 
&Japanese=%EF%BC%92%E3%83%90%E3%82%A4%E3%83%88%E7%B3%BB"> 

 

 

しかし、Linkage の日本語はエンコード対象外のため、Query 定義の AS 句（Linkage 定義） 

には特殊文字[%,=,&など]は使用できません。(Ver2.1.1 で Linkage もエンコード) 
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2.8. 独自フォーマット画面の作成 

ユーザ独自の画面を作成する場合は、 

① Excel テンプレートの作成（Version2.2 の追加機能） 

② XSLT(XSL Transformations)を用いてスタイルシートを作成 

があります。 

この機能は report 定義/LinkReport 定義の Layout 定義（①の場合）または StyleSheet（②

の場合）にファイル名を記述します。 

 

 

Version2.2 より、独自フォーマット画面は Excel テンプレートで可能になりましたので、

今後は Excel テンプレートをご使用下さい。『2.9 Excel テンプレートの作成』を参考にし

て下さい。 

 

既存のスタイルシートについては XSL Transformations (XSLT) バージョン 1.0 

(http://www.infoteria.com/jp/contents/xml-data/REC-xslt-19991116-jpn.htm) を ご 覧

ください。 

 

eWING では XSLT の機能【XML 形式の文書(ツリー構造)を変換し HTML を生成する】を使用し

てユーザ独自画面を実装しています。また XSLT 自身も XML 文書の形式をとります。 

以下にインプットとなる XML のツリー構造を下の図になります。 

 

サンプル XSLT は eWingSampleReport1.xsl をご覧下さい。 
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2.9. Excelテンプレートの作成 

Excel テンプレートは Excel で独自のレイアウトを作成して、「画面の作成」や「Excel 保

存」することができる機能です。 列の幅・行の高さや「表示形式・フォント・色・罫線」

などは Excel の【書式】で設定します。 

■セルに設定できる形式 

 ① ${DATA:ＤＢのカラム名} 

 ② ${=}Excel 関数 

 ③ ${row}、${maxrow} 

④ ${Label:ＤＢのカラム名} Version2.2 で追加 

⑤ ${Parameter:Parameter id} 

下 記 サ ン プ ル で は Ｄ Ｂ カ ラ ム 名 の Mapping と し て ① の 形 式 を 、 受 注 金 額

"${=}F${row}*G${row}"や受注金額合計"${=}SUM(H7:H${maxrow})"では②と③を組み合わ

せて使用しています。(注．${row}、${maxrow}は「Excel 保存」でのみ使用可能です) 

 

■ Apache POI Project のバグ対応（Ver2.1.1） 

「ページ設定⇒ヘッダー/フッター編集」で「日本語」は使用できませんでした。 

下記にパッチが掲載されています。 

Bug 17039 - [PATCH] HSSFHeader and HSSFFooter doesnot support DBCS 

 Ver2.1.1 でこのパッチを適用しましたので、ヘッダー/フッターに日本語の使用が可能に

なりました。 

 

補足：大文字/小文字を区別しません。 

DATA/Data/data どれでも構いません。 
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Version2.2 より Excel テンプレートでユーザ独自フォーマットのレポート作成が可能にな

りました。Tomcat ホームディレクトリ下の webapps\eWing\WEB-INF\classes\template に下

記のサンプルが付属されています。 

① 社員情報_Template.xls 

② 受注データ照会_Tmplate.xls 

③ 受注データ照会_Tmplate2.xls 

 

②と③は Lable を固定値として設定するか、2.4.5 Column で設定した Lable を適用するか

の違いです。${Label:ＤＢのカラム名}の形式も Version2.2 で追加されました。 

③の形式で設定した場合は並び替え用の小さなボタンが表示されます。 

 

Excel 上でのセルの書式設定は、罫線の扱いとフォント名を除いてサポートしています。 

・ データ部については、Excel 上での罫線あり・なしに係わらず罫線を無条件に付けます。 

罫線を付けない部分はセルを結合して下さい。（社員情報_Template.xls を参照） 

・ フォント名はブラウザのフォント名に合わせています。 

上記以外の背景色・文字色・フォントサイズ・セルの結合等は自由にお使い下さい。 
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それでは、書式設定を行った結果を見てみましょう。 

 

① 文字色：配送業者に指定しています。 
② 文字の配置：タイトルは中央揃えにしています。
③ セルの結合：受注 No/配送業者などは結合していま

す。 
④ フォントサイズ：受注 No は 12 ポイントにしてい

ます。それ以外は 10 ポイントです。 
⑤ 背景色：合計の背景色を変えています。 
⑥ セル幅：広げたり狭めたりしています。 

 

 

 
注意点 

${Label:ＤＢのカラム名}を使用した時に右詰めしても数字の
右側に空白が生じた場合は Excel のセル幅を広げて下さい。
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以下に、Excel 保存用として【受注データ詳細】より納品書を作成するサンプルを記載しま

す。Excel Book の最初の Sheet にレイアウトを設定し、２番目の Sheet に繰返す行番号を

指定します。（A1 セル：開始行、B1 セル：終了行） 

 

出力結果  

 

 

Excel への出力では『ページ設定』は全てサポートしています。 

ページ：印刷の向き／拡大縮小／用紙サイズ 

余白：上下／左右 

ヘッダー／フッター （Ver2.1.1 より日本語も可能） 

シート：行タイトル／列タイトル 
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Version2.3 で独自レイアウトの「画面の作成」に下記の機能を追加しました。 

(1) 四則演算のサポート 

 

Query 結果には送料(Carriage)と受注金額(Total)しかありません。画面に送料＋受注金額

を表示する時に「四則演算」を使用します。 

形式：${=}${DATA:DB カラム名}演算子(+-*/)${DATA:DB カラム名} 

   演算子は複数可能です。 

(2) セル表示形式のサポート 

画面に表示する形式は「2.4.5 Column 変更」で設定した Format を使用していました。 

しかし、(1)で四則演算をサポートした事で Query 結果にない項目の Format を取得する必

要があり、Excel の表示形式をサポートしました。（数値＆通貨＆パーセンテージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準にした場合は 
Column 設定の Format を 
使用します。 

Excel で数値形式の時、セルの右側に１文
字分空白があきます。通貨形式で記号なし
の方が奇麗です。 
（Excel では通貨形式は BuiltinFormat、
 数値形式はユーザー定義です） 

制限事項：LinkForm 定義にて、AnchorLinker で指定したカラムには Excel の表示形式は適

用されません。（ドリルダウン画面で Anchor を付ける項目） 

このカラムには「Column 設定の Format」で指定して下さい。 
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(3) テンプレートのセル幅と画面上の項目幅について 

テンプレートで画面レイアウトを設計する際に、 

① 画面レイアウトはテンプレートのセル幅に合わせる。 

①－１ 文字を折り返す。（完全にテンプレートに合わせる） 

  ①－２ 画面の項目幅を拡張する。 

② データ長に合わせて、画面の項目幅を変更する。 

を選択できます。 

さらに、①を選択した場合、テンプレートのセル幅より大きな文字列に対する制御を 

「文字の制御」に指定できます。 

 

       テンプレートで指定した幅と等しい。 
チェックあり：折り返しする。 
       テンプレートで指定した幅より大きくなる。
チェックなし：折り返ししない。  

 

 

 

セルの表示形式が標準の場合は、テンプレートのセル幅に合わせます。（下記参照） 

 

 

データ長に合わせて、画面の項目幅を変更する場合は表示形式を文字列に変更します。 
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2.10. iReportの作成 

2.10.1. iReportのダウンロード 

iReport を使って帳票を作成するには、iReport をインストールする必要があります。 

iReport は(http://sourceforge.net/projects/ireport/files/)にアクセスをして、ダウ

ンロードをしてください。 

sourceforge.net に移動をしましたら、iReport (classic)をクリックして、自分の環境に

合った iReport-3.0.0 をダウンロードしてください。 

 

2.10.2. iReportの作成 

iReport では、静的な文字を表示する定型テキストフィールドと、抽出されたデータを表示

する文字フィールドがあり、それらを配置して目的に沿った PDF ファイルの作成ができま

す。文字フィールドの表示にはデータの取り込み設定が必要になります。メニューバーの 

データ > レポートクエリをクリックしレポートクエリ画面を開き、文字フィールドにセッ

トするための SQL を書き込みます。 
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出力された帳票  
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3. eWINGの環境設定 

引継パラメータに日本語を使用する場合は、server.xml を下記のように変更して下さい。 

■ Tomcat ホームディレクトリ下の conf/server.xml の設定変更（赤文字が追加部分） 

    <!-- Define a non-SSL HTTP/1.1 Connector on port 8080 --> 
    <!-- 2010/12/17 URIEncoding Add (By Matsuno) --> 
    <Connector port="8080" maxHttpHeaderSize="8192" 
               maxThreads="150" minSpareThreads="25" maxSpareThreads="75" 
               enableLookups="false" redirectPort="8443" acceptCount="100" 
               connectionTimeout="20000" disableUploadTimeout="true" 
               URIEncoding="UTF-8" useBodyEncodingForURI="true" address="0.0.0.0" /> 
 
    <!-- Define an AJP 1.3 Connector on port 8009 --> 
    <!-- 2010/12/17 URIEncoding Add (By Matsuno) --> 
    <Connector port="8009"  
               enableLookups="false" redirectPort="8443" protocol="AJP/1.3" 
               URIEncoding="UTF-8" useBodyEncodingForURI="true" /> 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注.port=”8009”部分は Apache を使用する場合です。 

 

eWING インストールを使用した場合は上記の設定が含まれて入ます。 
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3.1. サンプルモードからの切り替え 

サンプルモードではなく、貴社のデータで eWing を使用する場合は、Tomcat のホームディ

レクトリ下の webapps/eWing/WEB-INF ディレクトリ内の web.xml を編集します。 

変更箇所は、web.xml の３９行目の【<param-value>true</param-value>】を 

【<param-value>false</param-value>】に変更をします。 

また、開発環境において eWing Config.db を DeveloperStudio と連動させる場合は４３行

目の【<param-value>/conf/eWing/eWing.db</param-value>】を 

【<param-value>C:/eWingStudio/eWing.db</param-value>】に変更します。 

（上記は Cドライブとしていますが、DeveloperStudio のインストールドライブです） 

本番環境は４３行目を【<param-value>/conf/eWing/eWing.db</param-value>】に戻して 

ご使用下さい。本番リリース時にはTomactHome\conf\eWing下のeWing.db（DeveloperStudio

で作成）を置換する運用として下さい。 

 

 

 

 

                 

               Original：TomactHome\conf\eWing 下  

               Sample: TomactHome\webapps\eWing\WEB-INF\classes 下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

eWING インストールを使用した場合は、既に Original 環

境は作成されていますが、既存の Tomcat に eWing をセッ

トアップした場合はディレクトリを作成して下さい。 

また、独自フォーマット 

(Excel Template/StyleSheet/Jasper Report)の保存先は

eWing 設定で指定したフォルダになります。 

デフォルトでは上記の\conf\eWing 配下になります。 

本番リリース時には、eWing.db をバックアップして下さい。 

また、eWing のバージョンＵＰ時には、サンプルモードに戻りますので eWing.war を置換後

に web.xml を上書きして下さい。 
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3.2. resourceファイルのカスタマイズ 

eWing で出力されるメッセージやボタンの名称は多言語対応として resource ファイルに保

持しています。eWing では「User ID 未登録」と「Password 違い」を判断してメッセージを

出力していますが、セキュリティ上問題がる場合は resource ファイルを変更して下さい。 

また Function ボタンを日本語にする事も resource ファイル変更で可能です。 

この２つを例にして resource ファイルのカスタマイズを説明します。 

 

 

 

C:\apache-tomcat-5.5.31\webapps\eWing\WEB-INF\classes\resource\Japan.properties 

をエディターで呼び出して下さい。その後下記のように変更 

 

 

 

 

 

 

SortFunction.Sort=Sort 

FilterFunction.Filter= Filter 

ColumnFunction.Column= Column 

DownloadFunction.Download=Outputter 

ChartFunction.Chart= Chart 

PdfFunction.Pdf=Jasper Report 

InvalidUserException.message=User ID 未登録です 

InvalidPasswordException.message=Password が違います 

 

 

 

 

 

 

 

 

SortFunction.Sort=ソート 

FilterFunction.Filter=フィルタ 

ColumnFunction.Column=カラム制御 

DownloadFunction.Download=ダウンロード 

ChartFunction.Chart=グラフ出力 

PdfFunction.Pdf=PDF 出力 

InvalidUserException.message=ログインできません 

InvalidPasswordException.message=ログインできません 

 

 

 

 

 

DOS コマンドで以下を実行して下さい。 

cd C:\apache-tomcat-5.5.31\webapps\eWing\WEB-INF\classes\resource 

“C:\Program Files\Java\jdk1.6.0_22\bin\native2ascii.exe”  
Japan.properties EWingResource_ja.properties 

eWing のバージョンＵＰ時には、resource ファイルをバックアップし、eWing.war を置換後

に上書きして下さい。 
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3.3. CSSファイルのカスタマイズ 

eWING のカラー（Login 画面、Menu タイトル、Form タイトル）は（C40%,M100%,Y70%）を 

基調にしております。 

これを変更するには、CSS（Cascading Style Sheets）をカスタマイズします。 

また、Version2.1 にて各行の背景色設定が可能になりました。 

 

商品分類で背景色を設定している上記を例にして、CSS ファイルのカスタマイズを説明しま

す。Query 定義に「'Product' || m.ProductDivideCd  AS EWING_ROW」を追加しています。 

この EWING_ROW は予約語で背景色設定になり、この値を CSS に設定します。 

 Main.css に以下を追加 

/* カスタマイズ 
   商品分類コード 
   Product1=飲料           :bisque 
   Product2=香味料         :honeydew 
   Product3=菓子類         :lavender 
   Product4=乳製品         :snow 
   Product5=穀類、シリアル :tan 
   Product6=肉類           :plum 
   Product7=加工食品       :lightskyblue 
   Product8=魚介類         :darksalmon */ 
TR.Product1 { 
    background-color: bisque; 
} 
TR.Product2 { 
    background-color: honeydew; 
} 
TR.Product3 { 
    background-color: lavender; 
} 
TR.Product4 { 
    background-color: snow; 
} 
以下省略 
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eWING 全体の色彩やフォントを変更するために eWing の Frame 構成を示します。 

 

これらの jsp を css に読み替えたファイルが Tomcat のホームディレクトリ下の

webapps/eWing 直下にあります。このファイルを修正して下さい。 

 

eWing のバージョンＵＰ時には、css ファイルをバックアップし、eWing.war を置換後にカ

スタマイズした部分を上書きして下さい。 
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3.4. 『Tomcatの再起動』や『eWing Configの置換』について 

 

開発環境において eWing.db を DeveloperStudio と連動している場合を想定して説明します。 

 

パターン 説明 

『Tomcat の再起動』が 

必要なケース 

eWing 本体のリリース（eWing.war） 

サンプルモードからの切り替え 

resource ファイルの変更 

『eWing Config の置換』が 

必要なケース 

DeveloperStudio で Query 定義・Column 変更以外を 

eWing 本体に反映させる場合 

自動的に反映されるケース DeveloperStudio で Query 定義・Column 変更 

ユーザの再ログインが 

必要なケース 

ユーザ情報である AccessLevel や AccessKey または 

Security の Assign などは再ログインで反映されます。 
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問合せ先 

  eWING に関するお問合せは、以下の電話、FAX、またはメール宛にお願いいたします。 

  メール、FAX でお問合せいただきました内容につきましては、担当者から折り返し連絡

をさせていただきます。 

  

 

 ■ 電話、FAX 

   株式会社 ナノソフトウェア 

   TEL：０３－５８２５－３４６６ 

   FAX：０３－５８２５－３４６７ 

     

 ■お問い合わせ 

       西原 和義 

    Email:nishihara@nanosoft.co.jp 

 

 

 ■ホームページ URL、住所・連絡事務所 

    URL      ：http://www.nanosoft.co.jp/ 

    住所     ：千葉市緑区越智町 705-269 

連絡事務所：東京都千代田区岩本町 2-5-10 
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